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平成２４年度監事監査報告書に
ついて

全学，特に本学執行部は監査結果を真摯に受け止
め，今後に活かしてほしい。

執行部として，この監査結果を真摯に受け止め，改善すべき事項は改善し，良いと
ころは更に伸ばしていきたいと考えている。
なお，監事監査報告書で指摘を受け，以下のとおり改善の取組を検討している。
○　研究者総覧の入力率・掲載率の向上について
　本事項については，大学機関別認証評価訪問調査の質問事項にも入っており，
今後どの様に改善を図るのかも指摘されている。年度計画推進経費申請時に，情
報の開示状況を審査の参考とすることも検討している。
　また，平成２６年度からは各部局毎の入力率・公開率を教育研究評議会で毎月
報告するとともに，未入力者には個別に入力を要請するなど，入力率・公開率の向
上に努めている。
○　同僚評価の実施率向上について
　評価を休止している学部においても，平成２５年度において，新任教員が先輩教
員の授業を参観し授業改善に生かす取組を行っており，次年度以降については，
積極的に実施したい。


